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研究成果の概要（和文）：本研究では逆相関法を用いた共通魅力イメージの可視化技術の開発を行った。まず絵
画を対象とした感性評価課題の結果から、美醜、好き嫌い、芸術性は個人差が大きく、画像色統計量といった刺
激の低次画像特性で説明が困難であることを明らかにした。次に心理学的逆相関法を用いて、顔の美醜に関する
理想的なイメージの可視化が可能であるかどうかを検討した。其の結果、2000から2500施行程度の２AFC美醜感
性評価課題の結果から、理想的な顔美醜イメージの可視化が可能であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a visualization technique for common attractive 
images using the reverse correlation method. First, from the results of a sensitivity evaluation 
task for paintings, we found that beauty and ugliness, liking and disliking, and artistry differ 
greatly among individuals and are difficult to explain by low-order image characteristics of stimuli
 such as image color statistics. Next, using the psychological reverse correlation method, we 
investigated whether it is possible to visualize the ideal image of facial beauty and ugliness. The 
results showed that it is possible to visualize the ideal image of facial aesthetics and ugliness 
from the results of the 2AFC aesthetics and ugliness sensitivity evaluation task with 2000 to 2500 
trials.

研究分野：感性情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から、顔の美醜判断において人は「心的テンプレート」と呼ばれる理想的な美（醜）顔イメージを
心的に有しており、このイメージと眼前の顔画像との類似性から美醜判断を行っていることが明らかとなった。
本研究では顔美醜心的テンプレートを可視化する技術の開発に成功した。顔美醜に関する心的テンプレートの存
在を実験的に示したのは本研究がはじめてであり、学術的は極めて高い。また、今後同技術を応用することで化
粧や美容整形分野での応用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
対象の魅力を人がどのように判断するのか?という疑問は、哲学や心理学において古くから検討
されてきた問題である。近年の研究では情報処理モデルの観点から、魅力判断に関する知覚及び
認知プロセスと画像特徴、画像統計量が報告されている。視覚情報に基づく魅力判断は、受動的
に行われる自動情報処理過程であるとされており(Yonemura et al., 2013)、高次色統計量、空間
周波数特性、画像の空間的対称性、複雑さなどが魅力判断において重要な役割を果たす画像特徴
であると報告されている (Mallon et al., 2014; Reideis, 2016; 内藤 2015, 2016)。 
顔の魅力に関する研究は特に多数の報告が存在し、顔の左右対称性や平均顔からの逸脱度等が
魅力に関与する視覚特徴であることが報告されている(Little et al., 2011)。また顔の魅力判断は
一般に考えられているほど個人差や文化差がみられず、普遍性が高いことも報告されている
(Cunningham et al., 1995)。魅力判断に関わる神経回路については前頭眼窩回、扁桃体及び頭
頂葉下部が報告されており、これらの脳部位は刺激の種類に依存しない普遍的な魅力判断回路
である可能性も指摘されている (Ishizu & Zeki., 2013)。認知情報処理の観点からは視覚対象の
魅力はこれらの脳部位において、手がかりとなる特徴を分析的に処理した後、視覚表象として保
持されていると考えられる。 
哲学・美学では古くから「理想的な魅力イメージ」の存在が仮定されており、集団内で「理想
的な魅力イメージ」が共有されている可能性を論じている。しかし、魅力イメージの視覚表象は
実験的に検証されておらず、個人や集団がどのような魅力イメージを視覚表象として保持して
いるか、あるいは保持していないのかはこれまでのところ不明である。 
 
 
２．研究の目的 
心理学的逆相関法を用いて理想的な魅力顔イメージの可視化が可能であるかどうかを検討した。
本研究では逆相関法を用いた共通魅力イメージの可視化技術の開発を行った。まず絵画を対象
とした感性評価課題の結果から、美醜、好き嫌い、芸術性は個人差が大きく、画像色統計量とい
った刺激の低次画像特性で説明が困難であることを明らかにした。次に心理学的逆相関法を用
いて、顔の美醜に関する理想的なイメージの可視化が可能であるかどうかを検討した。 
 
 
３．研究の方法 
実験１16 名の被験者（男性８名、女性８名）を被験者とした顔画像魅力度課題を行った。ベー
ス画像として 16 名の東アジア人男性、女性の平均顔画像を作成した。心理学的逆相関法を用い
た２AFC による顔美魅力度定課題を行った。すべての被験者が４つの条件（男女顔×魅力高低）
に参加した。条件の実施順は被験者ごとにランダムであった。各条件の施行数は 2500 回であっ
た。実験１で得られた、美醜顔分類イメージと類似した画像に高（低）魅力度得点が付与される
かどうかを実験１参加者を対象とした感性評価実験により検証した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 可視化された分類画像 



 
４．研究成果 
逆相関法によるより、被験者ごとに異なる高魅力顔分類メージが可視化された（図１）。低魅力
顔についても同様であった。全ての被験者において、高魅力女性顔、低魅力女性顔、高魅力男性
顔、低魅力男性顔の分類イメージが可視化可能であった。 
 実験２において分類イメージと提示画像の類似度をベース画像に付与するノイズ画像間の相
関値で定義し、画像類似度と魅力度得点の間に有意な相関が存在するかどうかを検証した。その
結果、90%以上のケースに置いて、高魅力分類画像と魅力得点に有意な正の相関が存在し、低魅
力分類画像と魅力得点に有意な負の相関が存在することが明らかとなった（図２）。 
 以上の結果から、心理学的逆相関法を用いて可視化された分類画像は顔魅力度の心的テンプ
レートであることが示唆された。 
 

 
 
 
 

図 2 分類画像との類似度と魅力度得点の相関 
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